
薬剤
散布11日後 散布17日後

生存数 死虫数 苦悶数 生存数 死虫数 苦悶数

アクセル
フロアブル* 2 4 4 0 9 0

対照A剤* 5 3 1 5 4 1

無処理区 10 10

試験②

薬剤
散布22日後 散布28日後

生存数 死虫数 苦悶数 生存数 死虫数 苦悶数

アクセル
フロアブル 0 8 2 3 7 0

対照A剤 6 4 0 8 1 1

無処理区 10 10

試験①

試験① ５月２９日散布
散布１５日後に放虫し、７日後に調査
散布２２日後に放虫し、６日後に調査

試験② ６月 ９日散布
散布 ４日後に放虫し、７日後に調査
散布１１日後に放虫し、６日後に調査

調 査 月 日

試験概要 【写真①】
実施場所：愛媛県松山市内かんきつ園
散布日 ：2019年5月29日および6月9日

【
試
験
方
法
】

薬
剤
散
布
の
後
、
一
定
期
間
を
空

け
て
、
2
枝
／
樹
に
各
枝
当
り
5

頭
を
放
虫
し
、
玉
ね
ぎ
ネ
ッ
ト
で

密
封(

写
真
①)

し
た
。

【
調
査
方
法
】

各
区
の
ネ
ッ
ト
内
に
お
け
る
、
生

存
数
、
死
亡
数
、
苦
悶
数
を
調
査

し
た
。

か
ん
き
つ
の
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
を
対
象
に
社
内
試
験
を
実
施
。

ア
ク
セ
ル
フ
ロ
ア
ブ
ル
の
高
い
残
効
性
能
が
示
さ
れ
ま
し
た
！

殺 虫 剤

弊
社
で
は
、
圃
場
の
土
壌
を
ご
送
付
頂
き
、
そ
の

土
壌
中
の
セ
ン
チ
ュ
ウ
量
を
測
定
し
、
防
除
計
画
の

ご
参
考
に
し
て
頂
く
セ
ン
チ
ュ
ウ
検
定
を
無
料
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
弊
社
担
当
者
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

セ
ン
チ
ュ
ウ
検
定
サ
ー
ビ
ス
実
施
中
！

デザインリニューアル！

令和元年10月31日発行
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石
原
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
の
略

Ｉ
Ｂ
Ｊ
防
除
情
報

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

アクセルフロアブル対照A剤

食害調査（６月２０日：放虫７日後）

調 査 結 果 ※生存数､死中数、苦悶数は
各区２枝/樹当りの合計(10頭)

*：区により脱出した個体があり、調査虫数の合計が10頭に満たない
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本社 普及部

〈
使
用
上
の
注
意
事
項
の
変
更
・
追
加
〉

以
下
を
削
除
す
る
。

て
ん
さ
い
に
対
し
て
希
釈
倍
数

１
０
０
０
倍
で
散
布
す
る
場
合
は

少
量
散
布
に
適
合
し
た
ノ
ズ
ル
を

装
着
し
た
乗
用
型
の
地
上
液
剤
散

布
装
置
を
使
用
す
る
こ
と
。

〈
作
物
名
の
削
除
〉

作
物
名
「
て
ん
さ
い
」
を
削
除
す
る
。

★
本
内
容
は
使
用
制
限
と
な
る

負
の
適
用
拡
大
で
す

ア
タ
ブ
ロ
ン
乳
剤

10

月
23

日

適
用
拡
大

２
０
１
９
年
10

月
1

日
～
10

月
31

日
ま

で
の
間
に
適
用
拡
大
と
な
っ
た
農
薬
は

次
の
通
り
で
す
。

（
傍
線
部
が
変
更
点
）

石
原
の
農
薬

適
用
拡
大
情
報

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

▲ 蛾 ▲ 蝶

◀

蝶
の
触
角

弊
社
の
チ
ョ
ウ
目
害
虫
対
策
剤
に
は
、

脱
皮
阻
害
剤
の
ア
タ
ブ
ロ
ン
（
乳
剤
・

Ｓ
Ｃ
剤
）
、
神
経
伝
達
阻
害
剤
の
ア
ク

セ
ル
フ
ロ
ア
ブ
ル
、
合
成
ピ
レ
ス
ロ
イ

ド
剤
の
テ
ル
ス
タ
ー
（
フ
ロ
ア
ブ
ル
・

水
和
剤
）
、
Ｂ
Ｔ
剤
の
ト
ア
ロ
ー
（
水

和
剤
Ｃ
Ｔ
・
フ
ロ
ア
ブ
ル
Ｃ
Ｔ
）
等
が

あ
り
ま
す
。

効
率
的
な
防
除
に
は
、
特
に
生
態
的

な
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
類
等
、
夜
間
に

活
動
、
食
害
す
る
チ
ョ
ウ
目
害
虫
は
、

日
中
は
食
害
は
確
認
で
き
ま
す
が
、
害

虫
そ
の
も
の
は
土
中
に
隠
れ
て
い
て
見

え
な
い
為
、
防
除
が
遅
れ
や
く
な
り
ま

す
。摂

食
毒
性
が
高
く
、
残
効
の
比
較
的

長
い
、
ア
タ
ブ
ロ
ン
乳
剤
や
ア
ク
セ
ル

フ
ロ
ア
ブ
ル
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

チ
ョ
ウ
目
害
虫
の
対
策
剤

①
夜
間
活
動

一
般
的
に
、
成
虫
の
蝶
は
昼
間
に
飛
び
、

蛾
は
夜
に
飛
び
ま
す
。
作
物
に
被
害
を

与
え
る
蛾
の
幼
虫
も
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
類

の
よ
う
に
夜
間
活
動
す
る
も
の
が
多
い

で
す
。
勿
論
例
外
も
多
く
、
特
に
昼
行

性
の
蛾
は
多
く
い
ま
す
。

②
繭
（
ま
ゆ
）
を
作
る
か

蝶
は
繭
を
作
り
ま
せ
ん
が
、
蛾
は
繭
を

作
り
ま
す
。
但
し
、
蝶
で
も
ウ
ス
バ
ア

ゲ
ハ
の
仲
間
は
簡
単
な
繭
を
作
り
ま
す
。

生
態
的
な
違
い

①
体
色
・
羽
の
色
彩

昼
行
性
で
視
覚
の
発
達
し
た
蝶
と
、
夜

行
性
で
フ
ェ
ロ
モ
ン
に
頼
っ
て
パ
ー
ト

ナ
ー
を
見
つ
け
る
た
め
（
オ
ス
の
み
）

触
覚
は
特
化
し
た
が
体
色
は
地
味
な
保

護
色
の
蛾
。
と
も
に
例
外
が
あ
り
ま
す
。

②
止
ま
り
方

蝶
は
羽
を
立
て
て
止
ま
り
ま
す
が
、
蛾

は
広
げ
て
止
ま
り
ま
す
。
た
だ
し
、
蝶

で
も
体
温
を
上
げ
よ
う
と
す
る
時
や
タ

テ
ハ
チ
ョ
ウ
の
仲
間
の
多
く
は
羽
を
広

げ
て
止
ま
り
ま
す
。

③
触
角
の
形

蝶
の
触
角
は
先
端
部
が
マ
ッ
チ
棒
の
よ

う
に
膨
ら
ん
で
お
り
（
セ
セ
リ
チ
ョ
ウ

を
除
く
）
、
蛾
の
触
角
は
先
端
に
行
く

に
従
っ
て
細
く
な
り
、
細
い
毛
で
覆
わ

れ
て
い
た
り
、
櫛
歯
状
に
な
っ
て
い
る

（
オ
ス
の
み
）
も
の
も
多
く
、
繊
細
に

出
来
て
い
ま
す
。
日
本
の
場
合
、
こ
れ

が
一
番
顕
著
な
差
で
す
。

④
翅
棘
（
し
き
ょ
く
）
の
有
無

蝶
も
蛾
も
、
前
翅
と
後
翅
を
一
枚
の
羽

の
よ
う
に
動
か
し
て
飛
び
ま
す
。
蝶
で

は
、
後
翅
が
前
に
張
り
出
し
て
前
翅
と

連
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
蛾

で
は
、
一
部
を
除
き
翅
棘
（
後
翅
か
ら

引
っ
掛
け
る
棘
が
出
て
お
り
、
前
翅
に

繋
が
っ
て
い
る
）
が
付
い
て
い
ま
す
。

⑤
そ
の
他

蛾
は
胴
体
の
太
い
も
の
が
多
い
で
す
。

気
温
の
下
が
る
夜
に
活
動
す
る
た
め
に
、

鱗
粉
よ
り
も
た
く
さ
ん
の
毛
に
覆
わ
れ

て
い
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。
鱗
粉

の
は
が
れ
や
す
い
種
類
も
、
蛾
に
多
い

よ
う
で
す
。

形
態
的
な
見
た
目
の
違
い

作
物
栽
培
で
は
時
に
厄
介
者
の
「
蛾
」
、
一
方
で
子
供
に
も
人
気
の
「
蝶
」
。
両
者
の

見
分
け
方
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

蝶
と
蛾
に
は
様
々
な
相
違
点
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
例
外
も
多
く
、
極
論
す
る

と
全
て
チ
ョ
ウ
目
で
区
別
は
出
来
な
い
と
も
言
え
ま
す
。
現
に
、
国
に
よ
っ
て
は
区
別
し

て
い
な
い
所
（
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
等
）
や
、
セ
セ
リ
チ
ョ
ウ
科
だ
け
を
別
に
扱
う
所
も

有
り
ま
す
。

そ
の
上
で
、
国
内
の
場
合
に
あ
え
て
区
別
を
す
る
と
次
の
よ
う
な
点
が
あ
り
ま
す
。

知
っ
て
得
す
る
⁈


